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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
 

Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
５
４
２
Ｙ

【
作
者
名
】

　
深
月
文
乃

【
あ
ら
す
じ
】

　
普
通
の
人
間
と
し
て
、
至
っ
て
普
通
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
高
校
生
・
ラ
イ

ナ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
。

あ
る
日
彼
は
、
何
者
か
に
拉
致
さ
れ

気
付
い
た
ら
ゲ
ー
ム
の
中
に
居
た
！
？
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プ
ロ
ロ
ー
グ

ラ
イ
ナ
・
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
至
っ
て
普
通
の
人
間
だ
っ
た
。

普
通
の
日
常
。

普
通
の
生
活
。

何
処
に
で
も
い
る
よ
う
な
人
間
・
ラ
イ
ナ
は

し
か
し
或
る
日
、
何
者
か
に
気
絶
さ
せ
ら
れ
、
縛
ら
れ
、
そ
し
て

拉
致
さ
れ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
。

ま
だ
ボ
ー
っ
と
し
た
頭
を
覚
醒
さ
せ
、
ラ
イ
ナ
は
目
を
覚
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」

目
が
覚
め
る
と
、
知
ら
な
い
部
屋
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
ど
う
な
っ
て
ん
だ
？
」

目
が
覚
め
る
と
、
知
ら
な
い
天
井
を
見
て
い
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
確
か
、
登
校
中
だ
っ
た
は
ず
だ
よ
な
？
」

目
が
覚
め
る
と
・
・
・
・
・
・
見
知
ら
ぬ
女
が
傍
に
居
た
。

「
っ
て
か
、
あ
ん
た
は
誰
だ
！
？
何
の
目
的
で
―
―
―
む
ぐ
っ
！
？
」

「
静
か
に
。
」

抗
議
す
る
俺
の
声
は
、
し
か
し
そ
の
「
何
者
か
」
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
た
。

仰
向
け
で
、
し
か
も
手
足
を
縛
ら
れ
て
い
る
俺
の
口
は
、
い
と
も
簡
単
に
塞
が

れ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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す
っ
　
と
、
俺
が
暴
れ
な
い
の
を
確
認
す
る
と

そ
の
女
は
手
を
離
し
た
。

そ
し
て
、
名
乗
る
。
全
く
の
無
表
情
の
ま
ま
で
。

「
私
の
名
前
は
、
ア
ル
。
　
ア
ル
・
ア
ー
ヴ
ァ
イ
ン
。
」

「
ア
ル
・
・
・
・
・
・
」

そ
し
て
、

「
あ
な
た
の
、
力
が
必
要
で
す
。
か
つ
て
、
世
界
を
救
っ
た
英
雄
　
ラ
イ
ナ
。
」

な
ん
て
こ
と
を
言
う
。

「
え
い
・
・
・
・
・
・
ゆ
う
？
」

「
は
い
。
あ
な
た
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
張
本
人
だ
と
。
」

な
ん
て
こ
と
を
言
う
。

そ
れ
に
俺
は
、
こ
う
答
え
る
。

「
あ
の
、
さ
ぁ
？
」

「
？
」

「
多
分
、
っ
て
言
う
か
絶
対
に
あ
ん
た
は
勘
違
い
し
て
る
ぞ
。
」

女
・
・
・
・
・
・
ア
ル
は
、
微
か
に
動
揺
し
た
顔
を
見
せ
た
が
、
こ
う
返
す
。

「
何
を
、
で
し
ょ
う
か
？
あ
な
た
は
確
か
に
・
・
・
・
・
・
」
「
確
か
に
、
俺

の
名
は
ラ
イ
ナ
だ
が
」

「
で
し
た
ら
」
「
だ
・
が
！
」

「
・
・
・
・
・
・
？
」

ア
ル
は
、
「
何
を
言
い
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
で
も
言
い
た
げ
な
顔
で
こ

ち
ら
を
見
る
。

そ
れ
に
、
ラ
イ
ナ
は
言
っ
て
や
っ
た
。

「
俺
は
！
た
だ
の
高
校
生
で
！
！
あ
ん
た
の
言
う
よ
う
な
英
雄
な
ん
か
じ
ゃ
、

こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
無
い
ん
だ
よ
！
！
！
」

と
、
ラ
イ
ナ
は
言
っ
て
や
っ
た
。

ア
ル
は
驚
愕
に
顔
を
歪
め
た
が
、
だ
が
こ
れ
も
や
は
り
一
瞬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
が
、
た
だ
の
人
間
で
あ
る
事
は
存
じ
て
お
り
ま
す
よ
？
」

「
だ
っ
た
ら
・
・
・
・
・
・
」
「
で
す
が
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
、
『
現

実
世
界
で
の
話
』
で
し
ょ
う
？
」
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「
？
」

わ
け
が
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

（
現
実
世
界
で
は
？
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
、
こ
の
女
は
？
）

「
っ
て
か
、
い
き
な
り
拉
致
っ
て
縛
り
上
げ
て
お
い
て
何
を
言
い
出
す
ん
だ
あ

ん
た
は
！
？
」

取
り
敢
え
ず
ラ
イ
ナ
は
今
の
こ
の
、
あ
ま
り
に
理
不
尽
な
状
況
に
つ
い
て
文
句

を
言
っ
て
み
た
。

あ
ま
り
に
展
開
が
謎
過
ぎ
る
の
で
、
善
良
な
一
般
人
で
あ
る
ラ
イ
ナ
に
は
そ
の

く
ら
い
し
か
す
る
事
が
思
い
付
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
ア
ル
は
、
こ
う
答
え
た
。

「
こ
こ
ま
で
お
連
れ
し
た
の
は
、
二
人
き
り
で
話
し
た
か
っ
た
か
ら
。
縛
っ
た

の
は
、
暴
れ
ら
れ
る
と
嫌
だ
か
ら
、
で
す
が
？
」

至
極
淡
々
と
、
こ
う
答
え
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

な
ん
だ
ろ
う
。
一
発
く
ら
い
ブ
ン
殴
っ
て
も
い
い
ん
だ
ろ
う
か
、
こ
の
女
。

と
か
考
え
た
が
、

残
念
な
が
ら
縛
ら
れ
て
い
る
の
で
実
行
不
可
。

「
あ
あ
、
も
う
！
」

あ
ま
り
に
理
不
尽
な
状
況
に
、
も
う
相
手
に
ま
か
せ
る
し
か
選
択
肢
は
無
く
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
・
・
・
・
・
・
現
実
世
界
で
は
、
っ
て
の
は
ど
う
い
う
意
味
だ
？
」

と
、
取
り
敢
え
ず
一
番
の
疑
問
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
。

そ
れ
に
ア
ル
は
、

「
で
す
か
ら
、
言
葉
ど
お
り
で
す
が
・
・
・
・
・
・
。
」

な
ん
て
こ
と
を
言
う
。

「
だ
か
ら
そ
れ
が
意
味
分
か
ん
な
い
ん
だ
っ
て
言
っ
て
ん
だ
よ
！
！
な
に
か
？

あ
ん
た
は
現
実
世
界
じ
ゃ
な
い
所
か
ら
来
た
、
と
で
も
言
う
つ
も
り
か
！
？
」

自
分
で
言
っ
て
お
い
て
な
ん
て
馬
鹿
馬
鹿
し
い
、
と
思
う
問
い
に
、

「
そ
の
通
り
、
で
す
が
」

ア
ル
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
い
う
。
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「
は
・
・
・
・
・
・
？
」

驚
い
た
口
か
ら
は
、
思
わ
ず
素
っ
頓
狂
な
声
が
漏
れ
る
。

「
で
す
か
ら
、
私
が
本
来
居
る
べ
き
世
界
は
、
あ
な
た
の
い
る
現
実
世
界
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
」

と
、
そ
の
と
き
不
意
に
ラ
イ
ナ
の
頭
に
一
つ
の
答
え
が
浮
か
ぶ
。

あ
ま
り
に
馬
鹿
ら
し
い
の
で
、
考
え
の
候
補
に
も
上
ら
な
か
っ
た
答
え
。

（
だ
が
、
こ
の
女
の
口
ぶ
り
か
ら
し
て
嘘
を
つ
い
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い

し
・
・
・
）

「
あ
の
、
さ
あ
・
・
・
・
・
・
。
」

そ
ん
な
突
拍
子
も
な
さ
過
ぎ
て
口
に
す
る
の
も
恥
ず
か
し
く
な
る
よ
う
な
、
質

問
を
ぶ
つ
け
て
み
る
。

「
も
し
か
し
て
、
ゲ
ー
ム
の
中
か
ら
来
た
・
・
・
・
・
・
と
か
？
」

・
・
・
・
・
・
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
う
と
う
。

こ
れ
で
自
分
は
、
「
中
二
病
ワ
ロ
タ
ｗ
ｗ
ｗ
」
と
か
後
ろ
指
刺
さ
れ
て
も
文
句

は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
馬
鹿
馬
鹿
し
い
事
を
、
口
に
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

さ
あ
、
こ
の
女
も
さ
ぞ
か
し
呆
れ
た
目
で
俺
を
・
・
・
・
・
・

「
そ
の
通
り
で
す
よ
？
」

見
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
先
ほ
ど
ま
で
の
無
表
情
と
は
違
う
、
明
ら
か
に
嬉
し
そ
う
な
顔
で
こ

ん
な
事
を
言
う
。

「
あ
な
た
が
１
年
前
に
魔
王
を
倒
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
、
『
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ

 
Ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｋ
ｅ
！
』
 

そ
の
世
界
、
オ
ル
タ
ナ
。
」

「
は
・
・
・
・
・
・
・
？
」

「
私
は
そ
の
世
界
の
中
の
国
の
一
つ
　
ユ
ク
モ
村
の
、
村
人
Ｂ
で
し
た
。
」
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
。

こ
う
し
て
出
会
っ
た
、
攫
わ
れ
の
元
・
英
雄
ラ
イ
ナ
と
、
村
人
Ｂ
。

そ
し
て
・
・
・
・
・
・

「
今
、
再
び
魔
王
に
襲
わ
れ
た
オ
ル
タ
ナ
を
救
え
る
の
は
、
貴
方
し
か
い
な
い

ん
で
す
。
」

な
ん
て
こ
と
を
言
う
。

「
か
つ
て
討
伐
不
可
能
と
さ
れ
た
魔
王
を
、
只
ひ
と
り
で
狩
っ
た
英
雄
、
ラ
イ

ナ
。
」

な
ん
て
こ
と
を
言
っ
て
、
女
は
ラ
イ
ナ
に
頼
み
込
ん
だ
。

「
貴
方
が
、
今
の
魔
王
を
直
接
倒
す
し
か
、
オ
ル
タ
ナ
を
救
う
方
法
は
な
い
ん

で
す
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Angel Strike!
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n3542y/

